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い き い き ク ラ ブ 青 森

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、

一
日
も
早
い
復
興
と
ご
健
康
を
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

モルック交流大会（ホテル青森）

　

平
素
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
は
格
別
の
ご
尽
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

青
森
県
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
「
あ
お
も
り
高
齢
者
す
こ
や
か
自
立
プ
ラ
ン
２
０
２
４
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
理
念
「
全
て
の
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
昭
和
37
年
９
月
に
結
成
さ
れ
、
60
年
以
上
の

歴
史
あ
る
団
体
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
を
基
盤
と
す
る
高

齢
者
の
組
織
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
環
境
美
化
、
声
が

け
運
動
、
安
否
確
認
、
話
し
相
手
、
ゴ
ミ
出
し
、
外
出
支
援
、

サ
ロ
ン
教
室
、
介
護
予
防
教
室
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
活
動
を
、

地
域
と
共
に
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
課
題
は
、会
員
の
獲
得
で
す
。高
齢
者

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。原
因
は
様
々
で
あ
り
ま
す
が
、特
に
会
員
減

少
の
大
き
な
要
因
は
、「
ク
ラ
ブ
の
解
散
」で
す
。

会
長
が
高
齢
等
の
理
由
で
引
退
し
、
そ
の
ま
ま

解
散
す
る
ク
ラ
ブ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
や
社
会
的
役
割
を

地
域
に
発
信
し
、
青
森
県
が
目
指
す
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
し
、
共
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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単
老
の
役
職
を
歴

任
。ま
た
、町
老
連
の
会

長
等
を
歴
任
し
、老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て

老
人
福
祉
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
造
詣
が
深
い
。（
町
Ｇ

Ｂ
協
会
会
員
）農
業
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
会

員
募
集
に
取
り
組
み
、新
会
員
を
加
入
さ
せ
た
。

　

明
る
く
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
人
格
で
、町
老
連

の
忘
年
会
を
兼
ね
た
研
修
会
を
立
案
す
る
等
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、会
員
交
流
の
場
と

会
の
活
気
を
常
に
醸
成
し
て
き
ま
し
た
。

故 甲地　春男
（東北町）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

                                               

　

市
老
連
女
性
委
員
会

の
長
期
目
標
で
あ
る

「
男
女
共
同
参
画
の
ク

ラ
ブ
作
り
」実
現
の
た

め
、委
員
長
と
し
て
組

織
間
相
互
の
連
携
に
積

極
的
に
努
め
て
い
る
。

　

学
習
活
動
で
は
、女
性
委
員
研
修
会
の
企
画
運

営
、生
き
が
い
活
動
で
は
、趣
味
作
品
展
示
会
や
芸

能
発
表
会
へ
の
運
営
協
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。女
性
委
員
長
と
し
て
特
に
力
を
入
れ
、「
き
れ

い
な
地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

環
境
に
や
さ
し
い
運
動
と
し
て
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
実
施
し
て
い
る
。

※ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
約
８
０
０
個
で
一

人
の
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
代

石澤　キミヱ
（青森市）

                                               

　

体
育
部
長
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
は
、会
場
整
備
を

１
週
間
前
か
ら
実
施
。

整
備
し
て
い
る
姿
を
見

て
、老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
た
方
々
が
い
た
。ま
た
、老
連
で
人
気
の
ト
ラ

ン
プ
部
部
長
に
就
任
し
、参
加
者
を
増
や
し
、こ
の

活
動
で
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
者
が
い
た
。交
通

部
部
長
時
代
に
は
、子
ど
も
の
登
下
校
で
特
に
注

意
が
必
要
な
十
字
路
に
会
員
と
立
ち
、見
守
り
活

動
を
実
施
。現
在
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ペ

タ
ン
ク
の
指
導
者
と
し
て
会
員
の
健
康
づ
く
り
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。

天内　金也
（青森市浪岡地区）

                                               

　

平
成
22
年
に
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
。単
老
会

長
、市
老
連
理
事
を
長

年
に
わ
た
り
務
め
、市

老
連
の
運
営
等
に
積
極

的
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

県
老
連
主
催
の「
青
森
県
老
連
健
康
福
祉
大
学

校
」を
卒
業
後
、同
期
会「
一
八
会
」を
結
成
。代
表

者
と
し
て
、そ
の
活
動
を
外
に
発
信
し
て
い
る
。活

動
実
績
が
認
め
ら
れ
、令
和
４
年
か
ら
青
森
市「
ま

ち
な
か
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」実
行
委
員
会
の
１
団

体
と
し
て
指
名
さ
れ
、実
行
委
員
長
と
し
て
会
を

け
ん
引
し
て
い
る
。

　

市
老
連
の
若
手
委
員
会
の
立
ち
上
げ
や
広
報
委

員
と
し
て
も
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ
運
動
を

展
開
。温
厚
な
人
柄
で
誰
か
ら
も
好
か
れ
、リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、み
ん
な
か
ら
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
。

鈴木　重一
（青森市）

                                               

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に「
幸
せ
を
共
有

し
よ
う
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
講
座
・
講

演
会
・
名
画
鑑
賞
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。会
員
か
ら
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、毎
回
、参
加
者
が
楽
し
む
活
動

を
、役
員
で
検
討
し
実
施
し
て
い
る
。参
加
者
は
、

毎
回
楽
し
み
に
し
て
お
り
、ま
た
、見
学
参
加
は
未

加
入
者
も
歓
迎
し
て
い
て
、新
規
入
会
者
も
多
い
。

　

会
長
の
気
さ
く
な
人
柄
に
惹
か
れ
、会
長
を
中

心
に
役
員
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
、事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

類家五丁目夢くらぶ
代表者　橋本　昇一

（八戸市）　

村
老
連
の
役
員
が
中

心
と
な
っ
て
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」を

取
り
入
れ
て
い
る
。他

市
町
村
の
団
体
と
の
交

流
を
図
り
、一
過
性
で

終
わ
ら
せ
な
い
活
動
を

実
践
し
て
い
る
。会
員

相
互
の
つ
な
が
り
を
守
り
、地
域
参
加
を
高
め
て

い
る
。

　

現
在
は
、交
流
会
の
ほ
か
、練
習
を
単
老
ご
と
に

行
い
、集
い
の
場
の
創
出
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

従
来
の
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、効
果
の
あ
る
新

た
な
活
動
に
目
を
向
け
、村
老
連
の
役
員
を
中
心

に
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
守
っ
て
い
る
。積
極

的
に
参
加
を
促
し
、地
域
参
加
、介
護
予
防
を
実
践

し
て
い
る
。（
活
動
に
つ
い
て
は
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

蓬田村老人クラブ連合会
代表者　小鹿　秀敏

○
女
性
リ
ー
ダ
ー
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
若
手
リ
ー
ダ
ー
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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平
成
21
年
６
月
に
入

社
以
来
、多
年
に
わ
た

り
、市
老
連
会
長
及
び

役
員
の
意
を
呈
し
、単

老
の
指
導
に
当
た
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

健
康
保
持
増
進
や
老
人
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。特
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
各
関
係
機
関
・
団
体

等
へ
周
知
す
る
た
め
、会
報
編
集
委
員
会
に
力
を

い
れ
、会
報「
満
天
」を
年
２
回
発
刊
し
、活
動
周
知

に
努
め
て
い
る
。

長谷川　真紀
（十和田市）

                                               

　

平
成
11
年
４
月
に
入

社
以
来
、独
立
し
た
事

務
局
で
総
務
、会
計
等

す
べ
て
の
業
務
を
担
当

し
て
い
る
。市
老
連
事

業
を
役
員
と
一
緒
に
企

画
運
営
し
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。ま
た
、県
老
連
事
業
で
あ
る
健
康
福
祉
大
学
校

の
地
元
開
催
や
芸
能
発
表
大
会
で
の
出
演
者
参
加

協
力
な
ど
に
も
積
極
的
で
あ
る
。

関　郁子
（三沢市）

                                               

　

長
年
に
わ
た
り
、老

人
ク
ラ
ブ
を
担
当
し
て

い
る
。新
規
ク
ラ
ブ
の

立
上
げ
や
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
活
性
化
に
尽
力

し
て
き
た
。現
在
は
副

担
当
者
と
し
て
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
る
。ま
た
、県
老
連
事
業
で
あ
る
健
康
福
祉
大

学
校
の
地
元
開
催
を
実
施
し
て
い
る
。長
年
、担
当

し
て
い
る
た
め
、会
員
か
ら
の
覚
え
も
良
く
、気
軽

に
相
談
で
き
る
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

舘　幸仁
（おいらせ町）

高齢者相互支援推進研修会開催
　令和７年１月21日（火）、鶴田町　鶴遊館「ふれあい広場」において、鶴田町老連主催の令和
6年度高齢者芸能発表会と共同で開催しました。出演者を含め約180名の方が参加し、踊りやカ
ラオケ、チンドン屋やハーモニカ演奏など、多彩な芸能が披露され、会場からは大きな拍手が
贈られました。芸能発表の後は、「軽度認知障害（MCI）＆認知症について」と題して、青森県
介護支援専門員協会　会長　木村隆次氏による講演会が開かれました。認知症は初期のうちに
気づくと、症状の進行を遅らせたり、改善することもあるとのこと。日常生活でのちょっとし
た変化などを説明し、食事や睡眠の話、認知症予防のためのジャンケンゲームなどを取り入れ
ながら、楽しく講演会を終了しました。

○
永
年
勤
続

ハーモニカ演奏 チンドン屋

講師　木村　隆次 氏

カラオケ「しのび恋」
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青森県老連健康福祉大学校開催
　この大学校は、県補助金を活用し、健康づくりをはじめとした地域活動を推進するリー
ダーを養成しています。今年度は平内町、階上町、八戸市の３ヶ所で開校となり、29年目とな
りました。
　平内会場は、６月７日から10月25日まで、階上会場は、７月５日から11月８日まで、八戸会
場は８月６日から12月18日まで開催しました。
　各会場で、ニュースポーツやレクリエーション、健康体操等の実技や、熱中症や介護保険、
栄養講座などを受け、学生の皆さんは一生懸命に楽しく学んでいました。また、施設見学で
は、階上会場は新聞社や美術館を、平内会場と八戸会場は、こけしの絵付けを体験するなど、
自分たちの地域を出ての校外学習も、多いに楽しみました。
　今年度の卒業生は、平内20名、階上20名、八戸33名の合計73名です。歴代の卒業生は、地域の
リーダーとして市町村老連会長、副会長、女性部長等で活躍しているのはもちろん、それぞれ
の地区でOB会や同期会を設立しています。また、地域の集いの場の開催や所属老連事務局の
運営協力など様々なところで活躍しています。

卒業証書授与
左：学生　川越　貞吉 氏
右：松橋　泰彰　学長代理

平内会場平内会場 期間　R６.６.７～R６.10.25　場所　平内町勤労青少年ホーム他
卒業生 20名（男性７名 女性13名）

卒業式　来賓祝辞

平内町　
町長　船橋　茂久 氏

平内町議会　
議長　船橋　健人 氏

講習「テレビゲーム（ボウリング）に挑戦」

県高齢福祉保険課
課長　舘田　満良 氏

令和６年10月25日（金）　於：野辺地町「亀の井ホテル 青森まかど」
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卒業式　来賓祝辞

階上町　
町長　荒谷　憲輝 氏

階上会場階上会場 期間　R６.７.５～R６.11.８　場所　ハートフルプラザ・はしかみ他
卒業生　20名（男性５名　女性15名）

謝　辞
左：学生代表　阿部　ちや子 氏
右：松橋　泰彰　学長代理

卒業式　来賓祝辞

謝　辞
右：学生代表　加藤　忠志 氏
左：松橋　泰彰　学長代理

八戸会場八戸会場 期間　R６.８.６～R６.12.18　　場所　八戸市総合福祉会館他
卒業生　33名（男性13名　女性20名）

階上町社会福祉協議会
会長　松橋　竹子 氏

県高齢福祉保険課　
課長代理　簗田　陽子 氏

八戸市
市長　熊谷　雄一 氏

八戸市社会福祉協議会
会長　伊藤　博章 氏

県高齢福祉保険課
課長　舘田　満良 氏

令和６年11月８日（金）　於：八戸市「グランドサンピア八戸」レクリエーション活動

令和６年12月18日（水）　於：八戸市「グランドサンピア八戸」ユニカール
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９
月
26
日（
木
）、リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
、

約
770
名
（
出
演
者
含
）
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
で

は
、
青
森
県
知
事
（
代
理 

舘
田

県
高
齢
福
祉
保
険
課
長
）
か
ら
、

12
名
の
方
々
と
４
団
体
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森

県
老
連
会
長
表
彰
の
授
与
式
を
行

い
82
名
と
５
団
体
に
表
彰
状
を
、

５
名
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
芸
能
発
表
大
会
が

行
わ
れ
、
県
内
各
市
町
村
か
ら
集

ま
っ
た
会
員
に
よ
る
34
演
目
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
衣
装
で
の
舞
踊
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、プ
ロ
並
み
の
歌
声
、ス

コ
ッ
プ
三
味
線
や
舞
踊
劇
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
、
広
い
ス

テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

遠
方
か
ら
の
参
加
も
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で

帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
芸
能
発
表
大
会
は
、

令
和
７
年
９
月
30
日（
火
）、
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
で

行
う
予
定
で
す
。

「別れの予感」八戸市　

「月の砂漠」十和田市

「北海港節」平川市

来賓祝辞
青森県知事代理　
県高齢福祉保険課　
課長　舘田　満良氏

「津軽の花」鶴田町

表彰授与式

スコップ三味線　青森市

「岸壁の母」三沢市

主催者あいさつ
齋藤　昇一 会長

「衿子」弘前市

青森県知事表彰・青森県老連会長表彰授与式並びに
青森県老人クラブ芸能発表大会の開催
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高齢者のためのスマホ教室
　この事業は、青森県共同募金会の助成金を受けて実施しています。今年度の講師は、ソフト
バンク（株）様に依頼しました。
　１回目は、11月28日（木）横浜町「ふれあいセンター」で開催し、「スマホの基本とLINE体験」
を実施しました。指でのタッチ操作はできるが、音声での検索などを知らない人が多く、とて
も勉強になったと好評でした。横浜町社協では、単位クラブ会長全員とLINEで繋ぎ、情報を
発信したいとの希望があり、来年度も是非実施して広めたいとの事でした。
　２回目は、12月９日（月）大間町健康福祉センターで開催しました。横浜町と同様に、タッ
チ操作や音声検索などを体験していただきました。LINEについては、やったことがない人が
多く、戸惑いながらの操作でしたが、便利なものだと好評でした。大間町社協より奥戸地区で
も開催したいとの希望があり、３月11日（火）に大間町健康福祉センターでの開催が決定しま
した。
　その他、２月27日（木）つがる市柏老人福祉センター、３月18日（火）八戸市総合福祉会館
で開催される予定です。
　生活の様々なところでデジタル化が進み、国や県、市町村、民間企業からのサービスの一部
は、スマホからもできるようになっています。しかし、個人情報を盗まれる、詐欺に合うなど
のニュースを耳にすることも多く、不安でスマホを利用できない方もたくさんいます。高齢者
の皆さんに、使い方を正しく理解しただき、安全・安心して使えるように、今後も実施してい
く予定です。

【横浜町】 【大間町】
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第
53
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
11
月
20
日
（
水
）

～
21
日
（
木
）
神
奈
川
県
横
浜
市
の
神
奈
川
県
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
１
，

２
５
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
テ
ー
マ
「
地
域
の
仲
間
と
取
り
組
む
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
基
づ
き
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
、
川

崎
市
、
奈
良
県
生
駒
市
の
３
名
よ
り
活
動
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
、

「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
栄
養
・
食
事
」
と
題
し
て
の
講

演
の
後
、
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長　

村
木
厚
子
氏
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
老

連
会
長
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

来
賓
と
し
て
３
名
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。

　

来
年
度
は
、
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

第
53
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

横浜「三渓園」散策受彰者のみなさん（大会出席者）
左：故 甲地春男さん　中央：橋本昇一さん　右：関郁子さん

　

去
る
11
月
20
日
、
私
た
ち
夢
く
ら
ぶ
が
全
老
連
会
長

表
彰
の
優
良
団
体
に
推
挙
さ
れ
、
横
浜
市
の
県
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
、
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま
で
大
多
数
の
関
係

者
が
集
い
、
大
会
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
、
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
会
員
の
減

少
と
い
う
共
通
の
課
題
を
抱
え
、
苦
闘
す
る
。
私
た
ち

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
変
参
考
に
な
り
、
貴
重
な
内
容
で

し
た
。
特
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
川
崎
市
の
百
々
世

会
ク
ラ
ブ
の
発
表
で
し
た
。
話
・
輪
・
和
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
も
と
き
健
康
道
場
、
も
と
き
よ
ろ
ず
相
談
応
援

隊
、
も
と
き
食
堂
等
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
事
業
を
推

進
。
現
在
の
会
員
数
60
名
で
の
活
動
に
、
驚
き
を
隠
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
後
に
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
会
長　

村
木
厚
子
氏
の
挨

拶
と
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
を
誓
い
、
第
53
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
閉
幕
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
彰
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

八
戸
市
　
類
家
五
丁
目
夢
く
ら
ぶ

　
会
長
　
橋
本
　
昇
一

「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て
」

会場前で記念撮影
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高齢者の健康づくり・生活支援セミナー
　12月５日（木）～６日（金）、東京都の全社協灘尾ホールにて開催されました。全国から87
名の方々が参加され、本県からは事務局を含め４名が参加しました。セミナーの趣旨は、健康
づくりや地域支え合い活動を総合的に学習する機会を提供し、老人クラブリーダーや活動に対
する協力者の育成を通じて、活動のすそ野を広げることです。老人クラブ活動の事、運動や栄
養、医療、歯・口腔、地域支え合いの講義や事例発表、グループ討議などの研修内容です。
　各講師とも、それぞれ話術が巧みで、最新情報をわかりやすく提供してくれたため、集中し
て講義を受けることができました。また、事例発表やグループ討議では、他県の情報を知るこ
とができ、今後の活動に活かせる研修会となりました。

参加した方のメッセージ
「高齢者の健康づくり・生活支援セミナー」に参加して

青森市老連　　鈴木　重一
　12月5日、６日の２日間、東京新霞が関ビルに
全国から90名弱のリーダーが集まりセミナーが開
催された。
　開会あいさつの後、全老連より「高齢者をとり
まく状況とこれからの老人クラブ活動」と題して
基調説明があり、そのあと、（1）地域支えあい（2）
健康づくり　①運動　②栄養　③医療　④歯・口
腔のテーマについて専門分野の大学教授・医師な
ど講義があった。（3）活動事例発表では①栃木県
から「元気はつらつ体操」について、②神奈川県
横浜市から「友愛チームによる見守り活動の実践」
について発表があった。そのあとグループに別れ、

「グループ学習・情報交換」が行われ、クラブご
とに力を入れて取り組んでいる活動について情報
交換が行われた。私からは、まちなかサロンやテ
レビゲーム（ボウリング）について紹介した。
　今回のセミナーで、私は「100歳をめざして自
分の足で歩こう！」を共通の目標として、以前展
開した元気アップル体操に代わるいきいきクラブ
体操など提案していく。また、各講師の方から紹
介のあったアプリの知識を深めたい。

「会員よ　固定観念を捨てて老クに出かけよう！」
健康運動指導士　棟方　由美子

　セミナーは、本当に面白くて「大したもんだの!」
というお話ばかり。皆さんにお伝えしたいことが
山ほどあるので箇条書きにして報告します。
・ 何事も、こうあるべき、いつもこうだから、と

決めつけずに考え方の「枠」を取り払うと新た
なアイディアが出る。

・ 地域やクラブの問題は①見つける努力をし②答
えをつくる（試しにやってみる。駄目だったら
また考える）ことが必要。

・ 地域の結び付きはとても大切だが、結び目が強
すぎると新しい人が入りにくいので「ゆる～い」
結び付きも必要。

・ 「元気で長生き」のための基本は、とにかく自
分の足で歩けること。

・ たんぱく質(肉、魚、豆、乳製品など)は、食事
の度に食べると筋肉がしっかり出来る。

・ 食べるためには口や舌を衰えないように、よく
喋って歌おう。(カラオケ最高！ )もちろん歯と
入れ歯も大切に。

　セミナーでひしひしと感じたのは、国が老人ク
ラブの皆さんを頼りにしているということ。お互
いを尊重しながら、楽しく活動し、超高齢者大国
日本を老人クラブの元気で下支えしませんか？

参加者
鈴木　重一 氏　棟方　由美子 氏
（事務局）遠藤　桜　天井　準子
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会員募集中！入会希望者は、蓬田村老人クラブ連合会まで
☎０１７４－２７－２８２８

～蓬田村老人クラブ連合会～　会長　小鹿　秀敏
クラブ数　８クラブ（令和６年４月１日現在）
会 員 数　195名（男性 63名　女性 132名）　高齢化率 44.0％

～集う楽しみ、人とのつながりを守り・広める活動を！～
蓬田村

【
概
要
】

　

当
連
合
会
は
、
現
在
８
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
単
会
で
は
、
地
域
の
草
取
り
や
清
掃
な
ど
の
奉
仕

活
動
、
日
帰
り
旅
行
や
施
設
見
学
、
百
歳
体
操
や
モ
ル
ッ
ク
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
い
、
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
地
域
活
動
、
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
や
時
代
の
変
化
に
と
も
な
い
会
員
が
減
少
傾
向
に

あ
る
な
か
、
モ
ル
ッ
ク
活
動
を
通
じ
た
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
交
流
を
行
い
、
集
う
こ
と
の
楽
し
み
や
人
と
の
つ
な
が
り
を

守
り
・
広
め
る
こ
と
で
、
多
世
代
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
教
室
】

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
も
つ
経
験
や
知
識
と
い
っ
た
強
み
を
活

か
し
て
、
小
・
中
学
生
と
一
緒
に
行
う
海
水
浴
場
の
清
掃
や
小

学
校
の
草
取
り
等
の
奉
仕
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
村
外
の
施
設

見
学
に
参
加
す
る
な
ど
自
発
的
な
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
モ
ル
ッ
ク
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
の
影
響
で
各
事
業
が
中
止
、
縮
小
と
な
る

な
か
、
楽
し
み
を
も
っ
て
気
軽
に
集
い
会
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
守
り
・
広
め
る
活
動
と
し
て「
モ
ル
ッ
ク
」を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を

活
動
理
念
に
、
勝
敗
を
争
う
こ
と
な
く
楽
し
く
公
民
館
に
集
い

練
習
し
、
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
会
員
が
参
加
で

き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
健
康

づ
く
り
、
介
護
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
る
活
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
】

　

当
連
合
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
小
・
中
学
生
や
大
学

生
が
一
緒
に
モ
ル
ッ
ク
を
す
る
と
い
っ
た
世
代
間
交
流
を
行
い
、

世
代
を
問
わ
ず
誰
も
が
得
意
を
活
か
し
て
活
躍
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
モ
ル
ッ
ク
を
通
し
て
他
市

町
村
の
団
体
と
交
流
を
図
り
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く

長
く
継
続
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
で
健
康
意
識
の
高
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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海
老
川
町
青
葉
会
は
、
む
つ
湾
に
そ
そ
ぐ
田
名

部
川
下
流
域
の
左
岸
に
位
置
し
、
海
老
川
町
内
及

び
広
く
周
辺
の
町
内
に
在
住
す
る
高
齢
者
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
高
齢
者
は
100
歳
で
、
平
均
年

齢
は
79
歳
で
す
。

　

会
の
設
立
は
１
９
６
２
年
と
古
く
、
62
年
間
継

続
し
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
は
11
名
の
役
員
組
織

で
、
定
例
の
会
議
を
月
初
め
に
行
い
、
活
動
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
徹
底
協
議
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
決
定
事
項
は
月
初
め
発
行
の
広
報
紙
「
え
び

か
わ
」
に
よ
り
全
会
員
に
周
知
さ
れ
、
諸
行
事
活

動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
会
員
の
積

極
的
な
参
加
協
力
で
、
ど
の
取
り
組
み
も
予
定
通

り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
基
本
理
念
と
し
て
、
会
発

足
以
来
「
仲
間
と
共
に
健
康
維
持
を
実
現
し
よ

う
」
を
掲
げ
て
歩
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
年
度
毎
に
総
括
さ
れ
、
清
新
さ

を
考
慮
の
上
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
概

ね
、
①
年
４
回
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
ボ
ッ
チ
ャ
・
わ
な
げ
・
モ
ル
ッ
ク
な
ど
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
外
の
除
草
清
掃　

③
春
・
秋
の
一
日
バ
ス
旅
行
・
お
花
見
会
・
忘
年

会　

④
年
２
回
の
健
康
教
室
の
実
施　

⑤
市
老
連

主
催
の
研
修
会
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
行
事
へ
の
参
加

等
で
す
。

　

特
に
バ
ス
の
旅
行
は
好
評
で
、
福
祉
バ
ス
は
毎

回
満
員
で
す
。
県
南
方
面
・
津
軽
方
面
・
下
北
半

島
内
を
交
互
に
選
定
し
、
見
聞
を
広
め
親
睦
を
深

め
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
も
積
極
的

で
、
今
後
と
も
笑
顔
の
絶
え
な
い
ク
ラ
ブ
つ
く
り

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
仲
間
と
共
に
笑
顔
の
日
々
に
」

海
老
川
町
青
葉
会
（
む
つ
市
）

会
長
　
　
折
舘
　
博

会
員
数
74
名
（
男
性
25
名
、
女
性
49
名
）

バス旅行

定期総会　余興のフラダンス

モルック

県知事表彰受賞・スポーツ大会優勝祝賀会
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私
は
、
昭
和
21
年
９
月
23
日
、
六
ヶ
所
村
の
中

心
地
尾
駮
で
５
人
兄
弟
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
の
誕
生
日
は
秋
彼
岸
の
中
日
で
あ
り
、

み
な
さ
ん
が
祝
っ
て
く
れ
て
い
る
と
勝
手
に
思
っ

て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
体
が
弱
か
っ
た

の
で
、
兄
弟
で
一
番
大
切
に
育
て
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　

中
学
校
を
卒
業
近
く
な
り
、
父
か
ら
「
お
前
は

体
が
弱
い
か
ら
高
等
学
校
に
行
け
」
と
言
わ
れ
、

青
森
県
立
野
辺
地
高
等
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

当
時
の
六
ヶ
所
村
は
「
鳥
も
か
よ
わ
ぬ
六
ヶ
所

村
」
と
か
「
陸
の
孤
島　

六
ヶ
所
村
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
北
海
道
に
養
子

と
し
て
行
き
、
酒
屋
の
「
御
用
聞
き
」
と
し
て

２
ヶ
月
く
ら
い
勤
め
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う

ち
、
兄
か
ら
国
家
公
務
員
の
一
次
試
験
の
合
格
通

知
が
来
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
、
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

二
次
試
験
は
、
六
ヶ
所
村
平
沼
郵
便
局
で
作
文

と
面
接
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
作
文
は
、
今
も
そ

う
で
す
が
「
世
の
中
で
一
番
嫌
い
な
も
の
」
で
あ

り
ま
す
の
で
白
紙
で
提
出
し
ま
し
た
。
当
然
不
合

格
で
あ
り
、
父
と
兄
か
ら
叱
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
縁
あ
っ
て
六
ヶ
所
村
役
場
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
、
職
員
と
し
て
38
年
間
、
収
入
役

と
し
て
２
期
８
年
、
計
46
年
間
勤
め
ま
し
た
。

そ
の
間
、
義
父
の
運
転
す
る
車
が
交
通
事
故
に
遭

い
、
義
父
は
即
死
、
私
の
長
男
は
意
識
不
明
の
重

体
と
な
り
、
現
在
は
障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
む
つ
小
川
原
原
燃
興
産
の
常
務
を
２

年
、
村
内
の
民
間
企
業
で
２
年
勤
め
、
現
在
は
趣

味
の
家
庭
菜
園
、
魚
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
か
か
わ
り

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
出
会
い
は
、
近
く
の
方
か
ら

尾
駮
浜
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
計
を
任
せ
ら
れ
、
２
年

後
に
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
当
時
の
会
員
は
10

名
で
あ
り
、
会
員
を
増
や
す
た
め
様
々
な
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
現
在
は
会
員
32
名
と
な
り
、
毎

週
水
曜
日
・
日
曜
日
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
減
少
に
つ
い
て

　

全
国
・
県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
減
少
に

つ
い
て
、
私
は
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
称
が
悪
い

た
め
に
、
若
い
方
が
加
入
し
て
こ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
国
の
法

律
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
無
理
だ
と
思
い
ま
す

が
、
六
ヶ
所
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
単
位
ク
ラ

ブ
で
は
、
若
い
方
々
の
加
入
を
進
め
る
た
め
、

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と
か
様
々
な
名
称
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

　

若
い
方
々
の
加
入
促
進
を
積
極
的
に
図
り
、
若

い
方
々
が
好
む
事
業
を
考
え
な
が
ら
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

六
ヶ
所
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
つ
い
て

　

当
連
合
会
も
設
立
以
来
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
解
散
及
び
会
員
数
の

減
少
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、

会
長
・
会
計
を
受
け
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
若
い
方
々
を
育
て
て
い
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
県
老
連
及
び
県
内
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を
拝
借
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
評
議
員

六
ヶ
所
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
　
長

種
　
市
　
秋
　
光

私
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て

スポーツ大会

グラウンド・ゴルフ大会
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生涯現役！ご長寿会員さん紹介
「
何
事
に
も
挑
戦
」

　

平
成
５
年
３
月
31
日
に
定
年
退
職
し
、
平

成
５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
９
年
３
月
31
日

ま
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
生
徒
の
指
導
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
９
年
か
ら
平
成
12

年
９
月
ま
で
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
教
養
交
流

コ
ー
ス
を
受
講
す
る
た
め
、
八
戸
か
ら
青
森

ま
で
自
家
用
車
で
通
い
、
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
講
義
ご
と
に
感
想
文
を
書
か
な
い
と
単

位
を
取
得
で
き
な
い
の
で
大
変
で
し
た
が
、

125
単
位
取
得
し
て
よ
う
や
く
卒
業
し
ま
し
た
。

文
章
な
ん
か
書
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、

お
陰
様
で
普
通
並
み
の
文
章
を
書
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
八
戸
市
鴎
盟
大
学
園
芸
科
に

入
学
し
、
２
年
間
素
晴
ら
し
い
講
師
陣
に
よ

る
充
実
し
た
内
容
の
授
業
で
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
園
芸
実
習
で
は
い
ろ
い
ろ
な
作

物
の
栽
培
な
ど
、
日
常
の
家
庭
菜
園
に
役
立

つ
も
の
ば
か
り
で
、
こ
の
影
響
で
現
在
も
家

庭
菜
園
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
始
ま
り
は
、
町
内
会
長
か

ら
町
内
で
も
老
人
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
よ
う
と

民
生
委
員
に
話
し
か
け
、
そ
の
後
、
民
生
委

員
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
私
に
会
長
に
な
っ
て

老
人
ク
ラ
ブ
結
成
の
た
め
に
進
め
て
く
れ
な

い
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
自
信
が
な
か
っ
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
か
ら
「
な
ん
と
か
な

る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
引
き
受
け
る
気
持
ち

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
平
成
18
年
４
月
１

日
結
成
、
会
員
数
61
名
で
老
人
ク
ラ
ブ
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
成
か
ら
19
年
11

か
月
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
も
43
名
の
会
員

で
、
誕
生
会
や
日
帰
り
旅
行
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
、
い
ろ
い
ろ
季
節
に
応
じ
た
作
品
づ

く
り
等
、
毎
週
火
曜
日
に
楽
し
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
旅
行
は
会
員
か
ら
も

大
変
喜
ば
れ
、
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
集
会
所
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
、
み
な

さ
ん
と
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
穏
や
か

な
晴
れ
ば
れ
と
し
た
気
分
に
な
り
、
引
き
こ

も
り
の
解
消
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
面
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
朝

起
き
た
ら
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
む
こ
と
、

朝
食
は
納
豆
に
ゆ
で
卵
を
混
ぜ
て
欠
か
さ
ず

食
べ
、
塩
分
量
に
気
を
つ
け
、
な
る
べ
く
野

菜
を
多
め
に
摂
る
様
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

栄
養
面
に
つ
い
て
は
、
だ
い
た
い
分
量
を
決

め
て
摂
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
散
歩
前
に

は
、
な
る
べ
く
軽
い
体
操
を
し
て
か
ら
出
か

け
ま
す
。
体
操
は
自
己
流
、
毎
日
の
散
歩
も

歩
数
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
老
人
相
応

の
距
離
を
決
め
て
い
ま
す
。
常
日
頃
注
意
し

て
い
る
事
は
「
ち
ょ
ろ
活
」
で
す
。
老
人
は

常
に
動
い
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
座
っ

て
ば
か
り
い
る
と
筋
肉
が
衰
え
、
フ
レ
イ
ル

状
態
に
な
る
の
で
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

学
校
時
代
、
生
徒
に
大
菊
作
り
の
授
業
を

し
た
こ
と
か
ら
、
自
分
で
も
大
菊
作
り
に
興

坂本　美良
昭和８年３月16日生91歳
八戸市老人クラブ連合会
八重坂敬友会　会長

味
を
持
ち
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
が
、
毎
日
の

観
察
と
手
入
れ
が
必
要
で
、
腐
葉
土
や
特
別

な
肥
料
の
準
備
や
薬
剤
散
布
が
か
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
普
通
並
み
の
大
菊
が
で
き
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
し
、
楽
し
み
に
も
な
り
ま

し
た
。
２
つ
目
は
苔
に
憧
れ
、
何
か
に
活
用

で
き
な
い
か
と
思
案
し
た
結
果
、
苔
を
活
か

し
た
箱
庭
を
制
作
し
て
み
た
ら
素
晴
ら
し
い

も
の
が
で
き
、
そ
れ
か
ら
箱
庭
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
３
つ
目
は
盆
栽
で
す
。
寄
せ
植

え
、
サ
ツ
キ
、
黒
松
、
つ
つ
じ
、
カ
エ
デ
、

オ
ン
コ
な
ど
の
盆
栽
に
興
味
を
も
っ
て
育
て

て
き
ま
し
た
が
、
剪
定
の
難
し
さ
や
置
き
場

所
が
必
要
で
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
大
菊
、
箱
庭
、
盆
栽
も
や
め
、

家
庭
菜
園
作
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

10

ア
ー
ル
ほ
ど
の
畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
を

続
け
て
い
ま
す
。
畑
に
出
て
、
日
ご
と
に
育

つ
野
菜
を
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
あ
り
、

健
康
的
で
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
有
機
肥
料
で

無
農
薬
栽
培
を
心
掛
け
て
い
る
の
で
、
病
害

虫
駆
除
や
草
取
り
な
ど
大
変
で
す
が
、
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
の
で
楽
し
み
倍
増
で
す
。

こ
の
頃
は
天
候
の
変
化
が
激
し
く
、
栽
培
方

法
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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県老連からのお知らせ

編
集
後
記

　

今
年
の
冬
は
例
年
の
３

倍
の
積
雪
量
で
、
毎
日
の

雪
か
き
が
大
変
で
し
た
ね
。

こ
の
会
報
を
作
っ
て
い
る

今
も
、
外
は
吹
雪
で
す
。

　

天
気
予
報
で
は
、
３
月

に
は
穏
や
か
な
日
が
続
い

て
、
春
の
訪
れ
は
早
い
と

の
こ
と
。
暖
か
い
日
差
し

の
下
で
、
楽
し
く
活
動
で

き
る
日
が
早
く
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

活動支援冊子を再作成しました
　令和元年～ 4年度まで発行していた冊子「バ
ス送迎付温泉施設」について、会員の皆さま
や町会の役員の方々、温泉施設の方から、新
年度版を作って欲しいとのリクエストがたく
さんありましたので、今年度再作成しました。
　これからの活動に大いに利用し、活動のさ
らなる活性化を図りましょう。

※ 冊子の内容は青森県老連のホームページか
らも見ることができます。

※ 料金等の情報が変更している場合がありま
す。直接、施設にお問い合わせください。

訃　

報

故　

八
木
橋　

喜
代
治　

県
老
連
副
会
長

　
　
　

令
和
６
年
11
月
30
日
逝
去（
行
年
八
二
歳
）

故　

外
山　

忠
男　

前
県
老
連
副
会
長

　
　
　

令
和
６
年
３
月
26
日
逝
去（
行
年
八
一
歳
）

故　

甲
地　

春
男　

県
老
連
評
議
員

　
　
　

令
和
６
年
12
月
４
日
逝
去（
行
年
九
〇
歳
）

故　

境
谷　

毬
子　

県
老
連
女
性
部
委
員

　
　
　

令
和
６
年
11
月
26
日
逝
去（
行
年
八
六
歳
）

　

県
老
連
役
員
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
積

極
的
に
ご
尽
力
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　

日
時　

令
和
７
年
７
月
17
日（
木
）～
18
日（
金
）

　
　

場
所　

福
島
県
郡
山
市　

　
　
　
　
　

磐
梯
熱
海
温
泉
「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」

〇
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
大
会

　
　

日
時　

令
和
７
年
９
月
30
日（
火
）
10
時
～

　
　

場
所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

　
　

内
容　

芸
能
発
表
大
会
・
抽
選
会

〇
第
37
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

　
　

日
時　

令
和
７
年
10
月
18
日（
土
）～
21
日（
火
）

　
　

場
所　

岐
阜
県
岐
阜
市　

他

　
　

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会　

文
化
交
流
大
会　

他

〇
第
54
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　

日
時　

令
和
７
年
11
月
５
日（
水
）～
６
日（
木
）

　
　

場
所　

茨
城
県
水
戸
市

　
　
　
　
　
　
「
水
戸
市
民
会
館
」
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http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:30）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。

■童謡・唱歌
　荒城の月、夏は来ぬ、
　浜千鳥、村祭りなど
■歌謡曲
　丘を越えて、リンゴの唄、
　昴、きよしのズンドコ節
　など
■民謡
　ソーラン節、東京音頭、
　五木の子守唄など

●A5判（縦）
●全122ページ
●定価500円（税別）

シニア世代の

みんなの歌集
全国老人クラブ連合会が

高齢者の立場で選んだ80曲を収録

お申し込み希望の方は、所属の市町村老連又は青森県老人クラブ連合会（TEL 017－732－6492）
までご連絡ください。
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青森県健康医療福祉部がん・生活習慣病対策課

食べる前の準備体操をご存じですか？
加齢で唾が出にくくなり、お口が乾燥したまま食事をするとむせやすくなります

美味しくスムーズに食事をするためにはお口の健康が大切です

① 息がのどに当たるように
強く吸って止め、
3つ数えてから吐く

② 「パパパ…」「タタタ…」「カカカ…」
と、出来るだけたくさん口ずさむ

③ 「あ～」と、できるだけ長く
たくさん声を出す

毎食前に続けてみましょう

不審な電話やメール・悪質な訪問販売など
おかしいな、
困ったなと
思ったら
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・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　１００台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々３０００円コース（２７００００円）
月々２０００円コース（１８００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）

◎ゆうネットホール大野が会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）120,000円（税別）→（会員）80,000円（税別）
　例　サブホール　２日（非会員） 80,000円（税別）→（会員）50,000円（税別）
　例　サイレントルーム（安置施設）１日
　　　　　　　　　　　（非会員） 36,000円（税別）→（会員）24,000円（税別）

◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

旭町通り
マエダストア●

古川小● ●デイリーマート

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

青森中央大橋

●青森県信用組合旭町支店

●青森金沢局〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎
㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711
〒030-0847 青森市東大野2丁目11-4

TEL.017-739-0983　FAX.017-739-0988

ゆうネットホール大野

　青森銀行
●古川支店
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印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理
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